












22

特
　徴

経
　過

成
　果

仕
組
み

展
　開

ポ
イ
ン
ト

11
●ミッションを官民が共有し、同じ方向を向いて息長く取組んでいる
認知症の人を問題視せず「安心して外出できるまちを自分たちが創る」という
ミッションを行政が掲げ、それを多様な人 と々共有しながら取組みを継続。

●地域から広域まで重層的にカバーするSOSネットワーク
警察と市を中心に ①身近な校区、 ②市全域、 ③市外・県外の各層の協力
者・機関を増やし、情報をスムーズに流し一緒に探すネットワークを構築。

●市内全校区で「認知症SOSネットワーク模擬訓練」の開催
ネットワークの実効性の確認と認知症の人を地域で支える理解の普及啓発。
模擬訓練を年1回市内全校区で開催。

●認知症の本人が模擬訓練に参加
本人が、「外出役（認知症の模擬役）」の人と一緒に歩き、声をかけてくれた
人にお礼を言ったり、本人の思いを伝え、啓発役として活躍している。

●あれども稼働せず：既存のネットワークの見直し
平成11年に大牟田地区高齢者等SOSネットワークが組織されたが、稼働していなかった。平成15年、認知
症の人の行方不明・死亡事故が発生。見直しの契機となる。

●どうしたら命を守れるか、当事者や住民の目線での話合い
校区の住民と地元の介護事業者、行政とで話し合いを重ねる。
その中で、ネットワークの情報伝達やしくみを検証する模擬訓練のアイディアが生まれた。

●1校区から模擬訓練がスタート
平成16年、初の模擬訓練が当該校区で開催され、1回の訓練を通じてネットワークの改善点が多数みつかる。
一緒に訓練を行うことで、多様な人たちのつながりが生まれる重要な機会であることも確認される。

●徐々に全校区に広がる
以降、市が年1回の模擬訓練を継続的に開催し、訓練に参加する校区を徐々に拡大。
平成22年度に全校区での実施が実現。 近年は、3000名以上が訓練に参加。

●訓練結果や実例の教訓、施策の動きを踏まえ、ネットワークを年々改良
より実効性の高いネットワークになるよう、行政と警察、住民、関係者とで見直しを行い、ネットワークの名称
や要綱も含めた改良を積み重ねてきている。

●初動が早まり、24時間以内に無事発見
市内全域に模擬訓練が拡大して以降、行方不明が発生しても24時間以内には無事に保護されるようになった。
警察署の情報発信前に地域住民により無事に保護される例もあり、住民の意識と行動力が高まっている。

●官民協働、多世代による町づくりが進展
継続的に取組むことで、官民協働の体制が自然と構築されてきた。

●認知症以外の地域課題の解決にもつながる
訓練を通じ、多様な人たちによるふだんの見守りの拡大が、諸問題の未然防止や早期発見の土壌になっている。
多世代交流も広がり人がやさしくつながりあう町作りが進み、認知症以外の地域課題を解消する機能も果たす。

●訓練への認知症の本人の参加により、相乗効果
本人の参加により市民の理解の深まりと真剣な取組みにつながる。
認知症の本人のよろこびとやりがいにもつながり、その後の社会参加の機会が増えている。

●現場主義を徹底：対話を重視し実効性の高いしくみと支援を模索する
現場の実情や思い、アイディアを大切にし、現場の人たちの声をよく聴き、対話しながら、改良を重ねている。

●地域住民、専門職、行政職、そして当事者の力を大切に、総活躍できる環境づくりを
住民や専門職、行政職員、そして当事者それぞれが持つ力を活かしてネットワークに参画することで、主体的
な活動が広がる。

●当事者に身近な校区ごとでの、ていねいな取組み
模擬訓練を市内全域に広めるにあたって、校区ごとのていねいな話し合いと準備を心がけた。

●認知症の重点施策と連動させた仕組みづくり
核となる人材（認知症コーディネーター）の育成や地域交流拠点づくり、認知症サポーター養成、若年認知症
の人の支援、多職種協働事業等、多様な施策とSOSネットワークとをつなげ連動して機能する仕組みを作る。

●認知症の本人の人権を尊重する姿勢を育て、行動する：行政が先頭にたって取組む
人権尊重の観点から、平成27年に「『徘徊』の言葉を使わない」ことを提案。訓練も「認知症SOSネットワー
ク模擬訓練」と改称。

●一人ひとりの日常を守る：ハイリスク者をチームで支援
認知症コーディネーターを中心に、本人・家族、関係者によるケース会議を開催。保護されたケースや行方不明の
恐れのあるケースのフォローを行う。個別の見守り体制を地域住民も含めて作る。

●「事業所における行方不明発生時の対応ガイドライン」
介護事業所の行方不明発生を想定したガイドラインを作成。事業所と具体的な流れや手順を話し合い、
１秒でも早い届出を呼びかける。

●安心・安全なわが町をつくる
　「5つのスローガン」
子どもたちや市民の声をもとに作成（右）。
取り組みの様々な機会に発信。

福岡県大牟田市　　●人口：118,351人　●高齢化率：34.7％（平成28年10月1日現在）

認知症でも安心して外出できるまちづくり
■■認知症でも安心して外出できるまちづくり ～子供から年長者まで、安心なわが町を自分たちが創りつづける～

～子供から年長者まで、安心なわが町を自分たちが創りつづける～

1．わが町、わが校区を安心して生活できる町にしよう
2．まちがって声かけても、笑い合える町がいい！
3．認知症、知っててあたりまえのまちをつくろう！
4．日頃から声かけ合える地域力を高めよう！
5．実効力の高いネットワークに育てよう！

模擬訓練の風景
小中学生、高校生、高専・大学生も模擬訓練に参加 

認知症の本人が訓練に参加
声かけしてくれた人に、感謝の言葉を伝えている

約6,000人２県15市町全校区

24時間365日体制：市職員が携帯電話を交替で
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声をかけて頂き、ありがとうございました
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